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ていねプールの魅力向上、
手稲区への地下鉄延伸
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問老朽化が進むていねプールは、年少人口の減少を理由
に縮小や廃止を選ぶのではなく、民間の知見を生かして
魅力を高め、幅広い世代が訪れる施設とすべきです。本
年度、民間事業者に実施した、プールを含む稲積公園の
魅力向上に向けた調査では、どのような提案や意見があ
り、それらを踏まえてどのように検討を進めますか。
市の答民間事業者からは、プールを含めた公園施設の通
年利用、宿泊や飲食など収益施設
の設置をはじめ、さまざまな提案
や意見がありました。今後も民間
事業者との対話を継続しながら、
調査で得られた提案や意見を踏ま
えて方向性の検討を進めます。

問地下鉄延伸は区民の悲願ですが、多数の署名などを添
えて要望しても、採算性の検証に至っていません。本市
は現在、人の移動や活動を把握する調査を行っており、
このデータを用いて検証すべきだと考えますが、検証を
行わない理由と延伸に必要な具体的な条件を伺います。
市の答2018年度の需要推計で、市内全域で地下鉄の導入
が必要となる区間は発生しないとの結果が出たことから、
採算性の検証は行っていません。地下鉄延伸は、十分な
需要による採算性の確保が条件であるため、公共交通の
在り方については、調査結果や人口動態などを踏まえて、
全市的な交通体系の中で考えていきます。

問運転手を確保する取り組みは、一定の成果を上げてい
ますが、減便や廃止は続いています。継続的な取り組み
と多様な人材が活躍できる環境づくりが求められますが、
現在の取り組みを今後どのように進めますか。
市の答新たな取り組みにより新規採用に改善の兆しが見
られますが、減少傾向は続く見込みです。取り組みの効
果を定期的に検証し、必要な施策を検討していきます。

問2025年のヒグマ出没件数は過去最多となり、現在の基
本計画では想定外の事態です。こうした想定外の出没増
加に備えた対応のほか、体制の在り方の補強や改善など、
基本計画の見直しが必要だと考えますが、いかがですか。
市の答想定外の事態に備えて、今後は出没状況の深刻さ
など段階に応じた応援態勢を構築
します。また、基本計画の見直し
は、国や北海道の動きも注視しな
がら、ヒグマの侵入抑制策の強化
や個体数管理の導入など、有識者
の意見を踏まえて検討を進めます。

バスネットワーク維持に向けた
関係者との連携強化、
もみじ台地域のまちづくり
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問厚別区では、バス路線の廃止に伴い、地域・事業者・
市が連携して循環バスを運行しています。こうした連携
は、バス路線維持の施策に生かせるため、これまで以上
に支援して連携を強化すべきですが、いかがですか。
市の答バス路線の維持に向けた３
者の連携は重要であり、引き続き、
循環バスを支援していく考えです。
こうした事例を参考に、今後も関
係者間の連携を強化し、必要な取
り組みを進めたいと考えています。

問もみじ台地域の再整備は、市営住宅の建て替えを伴う
ため、住宅・商業・公共機能の一体的な整備に加えて、
負担の小さい移転や自治会活動の継続などソフト面の対
応も必要です。そのため、部局横断的な調整と官民連携
の推進体制が不可欠ですが、今後どのように進めますか。
市の答多くの世代が住み続けられる街へ再生を図るた
め、ハード面だけでなくソフト面の施策も含めて庁内一
丸となって推進します。また、民間の知見を最大限に活
用するため、官民連携の体制でまちづくりを進めます。

11月26日に招集された第４回定例会の中から、
12月２日、３日の代表質問の主な内容や、
可決した議案などについてお知らせします。

映像はこちらから▼本会議や特別委員会の模様は、インターネッ
トで生配信しているほか、会議終了からおお
むね5日後には録画映像も公開しています。
市議会ホームページからご覧ください。

議会映像のインターネット配信

路線バス運転手確保の取り組み、
ヒグマ対策
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札幌健康アプリのポイント付与
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問私が参加しているラジオ体操は、地域のボランティア
が毎日休むことなく開催しています。健康アプリは、こ
うしたボランティア活動などの市民活動を幅広くポイン
ト付与の対象にすべきだと考えますが、いかがですか。
市の答市民活動の形態は多様であるため、ポイント付与
の条件や課題の把握を行っています。アプリを通じて、
健康づくりや支え合いの輪が広がるよう検討を進めます。

市長の給料と市議会議員の
報酬削減
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問財政状況が厳しさを増し、物価高で市民生活が苦しい
中、期末手当の増額は市民の理解を得られません。４年
連続となる期末手当の増額を行わず、むしろ市長の給料
や議員報酬を減らすべきだと考えますが、いかがですか。
市の答有識者が審議した適正な水準であり、期末手当も
国に準じた割合が適当だと認識しています。まずは、給
料に見合う職責を果たすことが必要だと考えています。

重点支援地方交付金の活用、
ジェンダーギャップの解消に
向けた取り組み
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問交付金は、水道料金の減免や灯油購入の補助など広く
市民に行き渡るように活用すべき
だと考えますが、いかがですか。
市の答長引く物価高は、影響が多
岐にわたることから、広く市民に
行き届くことを含めて、速やかに
支援策を検討します。

問男女の賃金格差などの不平等を感じる女性が本市に多
いことが、男女の待遇差が少ない首都圏への流出が多い
要因だと考えます。その認識と解消策を伺います。
市の答固定的な役割分担の意識などで、女性が活躍しづ
らい現状だと認識しています。女性の活躍を推進する企
業の認証制度などを進めるほか、市民意識調査を踏まえ
た現状分析を行い、効果的な施策を検討します。

シベリア抑留者の国における調査
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問遺族の高齢化が進む中、国が進めるシベリア抑留者の
特定調査が遅れており、不安の声が上がっています。多
くの遺族がいる本市も無関係ではないと考えますが、国
の調査についてどのように認識していますか。
市の答国が調査に時間を要している状況は、遺族の心情
を考えると、誠に憂慮すべき事態だと考えます。本市と
しては、国の責任で調査を進め、一日も早くこの課題の
解決を図るべきだと認識しています。

令和７年第４回定例会で可決した議案など

令和８年第１回定例会のお知らせ

〇令和７年度補正予算
　主に、次の内容で総額約26 4億3,3 49万円を補正するものです。
　・職員の給与改定に伴う経費
　・「こども本の森札幌・北大」の開館に向けた図書の購入費
　・国の補正予算案を踏まえ、物価高騰に対応する支援を実施
　　するための経費
〇下水道条例の一部を改正する条例案
〇聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書
など、合計39件の議案などを可決しました。

２/12㈭から３/26㈭まで開催し、代表質問は２/18㈬から３日間の予定です。
また、予算特別委員会の日程は以下の予定です。

■編集　議会事務局政策調査課　 211-3164　 218-5143　■市議会ホームページ　www.city.sapporo.jp/gikai

市議会では、議会の役割や活動を知って
もらうために、「札幌市議会ガイド」を
配布しています。より良いまちづくりの
実現をモエレ沼公園ができるまでの流れ
を例に紹介しているほか、本会議や委員
会の内容も分かりやすく解説していま
す。市議会ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧
ください。
〈配布場所〉
■市役所ロビー
■議会事務局
　（市役所16階）
■議場傍聴席入り口
　（市役所18階）

よくわかる！ 市議会ガイド

月　　日 第一部 第二部
　２月20日㈮ 副委員長の互選など

　３月　２日㈪ 会計室 /財政局 /議会事務局 /
選挙管理委員会 /人事委員会 /監査委員 建設局

　３月　４日㈬ 消防局 /危機管理局 下水道河川局 /水道局
　３月　６日㈮ 環境局 保健福祉局
　３月10日㈫ まちづくり政策局 保健福祉局
　３月12日㈭ 総務局 /デジタル戦略推進局 農業委員会 /経済観光局
　３月16日㈪ 市民文化局 交通局 /スポーツ局
　３月17日㈫ 子ども未来局 病院局
  ３月 19日㈭ 教育委員会 都市局
  ３月 24日㈫ 討論および採決


